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Ⅰ 研究主題設定の理由 

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について（答申）」（中央教育審議会 平成 28 年 12 月 21 日）では、情報技術の急速

な発展や超高齢社会の到来、国際化の進展など、社会の変化は加速度を増し、複雑で予測困

難となってきていることが指摘された。そして「小学校学習指導要領解説総則編」では、「こ

のような時代にあって、学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と

協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報

を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築

することができるようにすることが求められている」と示されている。 

これらの指摘等を踏まえ、部員所属校の児童の実態を基に、社会科の指導上の課題及び改善

の方向性について話し合ったところ、「調べたいと思った問いについて、社会的な見方・考え方

を働かせながら、児童同士で協働して粘り強く調べられるようにすること」、「追究した内容を

基に話し合い、学習を深められるようにすること」、「学習の目的や意義を明確にしながら、自

ら学習を振り返ることができるようにすること」が挙げられた。そのようなことから、本研究

では、「児童は、社会的事象に対して抱いた問いを、個人または児童同士で主体的に追究・解決

することに難しさを感じており、その問いについて探究したり、まとめたことを基に議論した

りしながら、深く学ぶことにつなげられていない」ことを解決すべき課題として捉え、研究主

題を「主体的に問いを追究・解決しようとする児童の育成」とし、目指す児童像を「社会的事

象について自ら解決したい問いを、自分に合った学び方で他者と協働して、主体的に追究・解

決しようとする児童」とした。 

研究主題に迫るための議論の中で、児童が主体的に問いを追究・解決するためには、児童

自身による意欲的・積極的な学習活動を尊重・促進・保障する必要があると考え、本研究で

は、「個別最適な学び」と「協働的な学び」に着目することとした。「『令和の日本型学校教育』

の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学び

の実現～（答申）」（中央教育審議会 令和３年１月 26 日）では、「個々の興味・関心・意欲

等を踏まえてきめ細かく指導・支援することや子供が自らの学習の状況を把握し、主体的に

学習を調整することができるよう促していくこと」が求められ、「『個別最適な学び』の成果

を『協働的な学び』に生かし、更にその成果を『個別最適な学び』に還元するなど、『個別最

適な学び』と『協働的な学び』を一体的に充実し、『主体的・対話的で深い学び』の実現に向

けた授業改善につなげていくことが必要」と述べられている（次頁、表１）。以上のことから

本研究では、副題を「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実を通して」と設定

し、「個別最適な学び」の視点から児童一人一人の興味・関心に応じた学習を充実させるとと

もに、異なる考え方が組み合わさる「協働的な学び」を一体的に充実させていくことで、主体

的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行いながら、研究主題に迫ることとした。 

 

Ⅱ 研究仮説 

  「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させることで、児童は社会的事象

に対する問いを、主体的に追究・解決できるようになるだろう。 

研究主題 

主体的に問いを追究・解決しようとする児童の育成 

〜「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して〜 



2 

【表１】「個別最適な学び」と「協働的な学び」の定義 

個別最適な学び 

子供一人一人の特性・学習進度・学習到達度等に応じ、教師が必要に応じた重点的な指導や指導方

法・教材等の工夫を行うことで、一定の目標を全ての子供が達成することを目指し、異なる方法等

で学習を進める「指導の個別化」と、子供一人一人の興味・関心・キャリア形成の方向性等に応じ、

教師が一人一人に応じた学習活動や課題に取り組む機会の提供を行うことで、異なる目標に向け

て、学習を深め、広げる「学習の個性化」の二つからなる学び 

協働的な学び 
子供一人一人のよい点や可能性を生かし、子供同士、あるいは多様な他者と協働することで、異

なる考え方が組み合わさることで生まれるよりよい学び 

※ 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学

びの実現～（答申）」（中央教育審議会 令和３年１月 26日）を基に作成 

 

Ⅲ 研究主題に迫るための具体的な手だて 

１ 「個別最適な学び」を充実させる手だて ２ 「協働的な学び」を充実させる手だて 

(1) 児童が主体的に「問い」を追究できる学び

の選択 

 児童が、追究する課題、整理する方法、学習形

態を自ら選択することで、「学習の個性化」を実現

し、自身に適した学習に調整できるようにした。 

・追究する課題⇒学習問題に基づき、児童が自

らの興味・関心に応じて課題を選択する。 

・整理する方法⇒ノートにまとめる、付箋を使

って図表を作成する、絵や年表で表す等の

方法を選択する。 

・学習形態⇒児童が必要に応じて、個別学習と

グループ学習を自由に選択しながら学習で

きるようにする。 

(2) 児童が課題の解決に必要な情報を選択で

きるＩＣＴの活用 

画像、動画等の資料を学習者用端末に配布

することで、児童が必要な情報を拡大して見

たり、繰り返して確認したりできるようにし

た。インターネット上の資料を活用する際に

は、信頼性の高いウェブサイトのリンク集を

準備し、正確な情報を得られるようにした。 

(3) 学習内容や時間のまとまりを見通した学

習過程の工夫 

児童自身による自主的、自発的な学習を保

障するために、複数の課題をまとめて３～５

単位時間程度で解決する学習過程にし、児童

が自らの学びを調整できるようにした。追究

する課題には軽重をつけることを認め、自ら

の興味・関心に応じた学びを尊重した。 

(1) 社会的事象の特色や相互の関連、意味

を多角的に考える話合い活動の充実 

課題追究の場面において、毎時間の最後

に共有の場を設けた。報告会では、ねらいに

応じたグループを作り、児童一人一人が追

究した内容を伝え合うことで、次時におけ

る自らの学びをより良いものにできるよう

にした。 

また、課題追究の後半やまとめの場面で

は、児童一人一人が追究した内容を組み合

わせて解決する課題を設定した。共通の課

題に取り組むことで、調べた情報が再構成

され、新たな価値につながるようにした。

個別学習の成果を生かして課題を解決し

ようとすることで、自分や他の児童の学習

の価値を認識できることをねらいとした。 

(2) 児童一人一人の学びを共有するＩＣＴ

の活用 

 学習者用端末を活用して、毎時間の学習

状況を共有した。学級で全児童が同時編集

できるアプリケーションを活用し、課題追

究の際に児童一人一人が追究している課

題と進捗状況を表示して、いつでも他の児

童と相談したり質問したりできるように

した。また、追究した内容は学習者用端末

を用いて共有することで、児童同士で調べ

た内容を確認し合えるようにした。 

 

Ⅳ 研究の方法 

  単元終了後にアンケートを実施し、学習過程における児童一人一人の学習状況を分析した。

毎時間の学習活動が児童にどのような変容をもたらしたのか質問紙調査を基に分析するとと

もに、児童への面接を通して学びが深まった理由を問い、変容のきっかけを分析した。 
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Ⅴ 研究構想図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔小学校社会科部会の研究主題〕 

主体的に問いを追究・解決しようとする児童の育成 

～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して～ 

【小学校学習指導要領 第２章 第２節 社会】 

単元の内容や時間のまとまりを見通して，そ

の中で育む資質・能力の育成に向けて，児童の

主体的・対話的で深い学びの実現を図るように

すること。その際，問題解決への見通しをもつ

こと，社会的事象の見方・考え方を働かせ，事

象の特色や意味などを考え，概念などに関する

知識を獲得すること，学習の過程や成果を振り

返り，学んだことを活用することなど，学習の

問題を追究・解決する活動の充実を図ること。 

【中央教育審議会答申】 

社会の変化が加速度を増し，複雑で予測困難

となってきている中，子供たちの資質・能力を

確実に育成する必要があり，そのためには，新

学習指導要領の着実な実施が重要である。 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体

的に充実し，「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業改善につなげていくことが必要

である。 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させることで、 

児童は社会的事象に対する問いを、主体的に追究・解決できるようになるだろう。 

背景 

仮説 

研究の内容・手だて 
社会的事象との出会い→児童一人一人の問い 

主体的・対話的で深い学び 

１ 「個別最適な学び」を 

充実させる手だて 

(1) 児童が主体的に「問い」を

追究できる学びの選択 

(2) 児童が課題の解決に必要

な情報を選択できるＩＣＴ

の活用 

(3) 学習内容や時間のまとまり

を見通した学習過程の工夫 

２ 「協働的な学び」

を充実させる手だて 

(1) 社会的事象の特色や

相互の関連、意味を多角

的に考える話合い活動

の充実 

(2) 児童一人一人の学び

を共有するＩＣＴの活

用 

 

 

社会的事象について自ら解決したい問いを、自分に合った学び方で他者と協働して、主体的に

追究・解決しようとする児童 

目指す児童像 
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Ⅵ 検証授業 

１ 検証授業➀ 第４学年 

(1) 単元名 「自然災害から人々を守る～水害からくらしを守る～」 

(2) 単元の目標 

地域の自然災害（本単元では水害）から人々を守る活動について、過去に発生した地域内外の

水害、関係機関の協力などに着目して、聞き取り調査をしたり地図や年表などの資料で調べたり

してまとめたことから、地域の関係機関や人々は水害に対して様々な協力をして対処してきたこ

とや、今後想定される災害に対し、様々な備えをしていることを理解できるようにするとともに、

主体的に学習問題を追究・解決し、学習したことを基に地域の一員として、今後起こり得る大き

な水害に対して自分ができることを考えようとする態度を養う。 

(3) 教材観 

  本単元では、「地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたこと

や、今後想定される災害に対し、様々な備えをしていることを理解すること」をねらいとしてい

る。そこで、東京都で多くの被害が出ている水害を取り上げることとした。課題把握の場面では、

地域の大雨の回数が増加している一方で、住宅の浸水被害件数は年々減少傾向にあるという事実

から、「水害からくらしを守るために、だれがどのような工夫をしているのだろう」を学習問題と

した。課題追究・解決の場面では、主体的に問いに迫れるよう、自助・共助・公助の中から児童

が調べたい内容を、個別に、また集団で選択できるようにした。また、学びを「生かす」場面で

は、様々な水害対策がとられている一方、国民の防災に対する意識が低いという調査結果を紹介

した上で、地域で起こり得る水害から身を守るために自分ができることを考える場面を設定して、

本単元の目標に迫れるようにした。 

(4) 研究主題に迫るための手だて 

１ 「個別最適な学び」を充実させる手だて ２ 「協働的な学び」を充実させる手だて 

(1) 児童が主体的に「問い」を追究できる学
びの選択 
児童が自分の問いに対して、人数・資料・

まとめ方を自由に選択して学習に取り組め
るようにした。また、施設見学やゲスト
ティーチャーの講話等の様々な体験活動を
設定した。 

(2) 児童が課題の解決に必要な情報を選択で
きるＩＣＴの活用 
防災に関するウェブサイトなどの資料を児童

の学習者用端末にリンク集として配布すること
で、児童が適切な資料を必要に応じて調べること
ができるようにした。 

(3) 学習内容や時間のまとまりを見通した学
習過程の工夫 
学習問題から見いだした児童一人一人の

問いを追究する時間を、５単位時間程度設定
した。児童が自分の学びを調整しながら、柔
軟に時間を使えるようにした。 

(1) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を

多角的に考える話合い活動の充実 

課題追究の場面において、毎時間の後半に報

告会の時間を 10分程度設けた。児童同士で伝

え合うことでその時間に学んだことを再確認

し、他の児童が学んだことを知ることで自分の

問いにつなげられるようにした。また、学習問

題について考えた後に、児童の防災意識を高め

るために、水害時の備えについて考える場面を

単元計画の終末に取り入れた。 

(2) 児童一人一人学びを共有するＩＣＴ

の活用 

課題追究の場面で、学習者用端末に学習したこ

とや振り返りを記録して、全体で共有できるよう

にした。学習者用端末を活用して、毎時間の学び

の経過を共有することで、調べ学習の途中でも、

児童同士で相談や質問ができるようにした。 
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(5) 指導の実際「自然災害から人々を守る～水害からくらしを守る～」（12時間） 

 時 〇主な学習活動 本時の問い・めあて ・児童の反応 分析 ■資料 ◇評価 

課

題

把

握 

 

 

１  〇市内及び市外における過去の自然災害について調べ、様々

な水害が起きていることを知る。 

 

 

 

・東京都でも、たくさんの自然災害が起きている。特 

に、大雨による水害の被害が多い。 

 

 

 

 

 

 

■東村山市及び市外で起きた

様々な災害（写真） 

■災害の位置（地図） 

■災害年表（都建設局 HP） 

■東京都防災 HP「過去に起こ

った風水害から学ぶ」（HP） 

■学校内体育館前の大きな水

たまりの様子（写真） 

◇ノートの記述や発言内容か

ら「東京都には様々な自然災

害が起きていること、現在水

害による被害が多いことを

理解できているか」を評価す

る。【知】 

２  〇大雨の回数の変化、住宅の浸水被害の変化の資料から疑問を

話し合い、その疑問について予想し、学習問題をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■東村山市空堀川の平常時の

様子と氾濫時の様子（動画） 

■フィクションドキュメンタ

リー「荒川氾濫」（動画） 

■東京都の大雨の回数グラフ・

浸水被害件数グラフ 

◇ノートの記述や発言内容か

ら「水害の被害の変化を資料

から読み取り、被害を減らす

ための工夫や努力について

考えられているか」を評価す

る。【思】 

３ 〇水害を防いだり、起きた時に対応したりしている人たちが

いること、「自助・共助・公助」という言葉の意味につい

て知る。 

【自助】自分（家族）【共助】地域住民、避難所運営連絡会 

【公助】役所・警察・消防 

〇学習問題に対して、「自助・共助・公助」の中から自分が

追究する課題を選択し、グループに分かれて学習計画を立

てる。 

 

 

 

 

 

■自助・共助・公助の関連図 

■防災・減災対策の写真 

◇ノートや振り返りシートの

記述や発言内容から「水害に

対する対策について、自分か

ら問いを見いだし、調べよう

としているか」を評価する。

【態】 

課

題

追

究 

 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

 

〇「自助・共助・公助」のグループに分かれ、学習計画にそっ

て、水害を防いだり対応したりするための取組について調べ

る。 

 

 

 

 

 

 

■教師作成のリンク集 

・東村山市ハザードマップ 

・ニュース映像（動画） 

・デジタル教材等（動画） 

■避難所運営連絡会の講話 

■市防災安全部の講話 

■小平市ふれあい下水道館 

◇ノートやスライドの記述か

ら「水害の対策について、具

災害に関連するウェブサイトの閲覧（動画資料）や、学

校内の水害の写真を通して、東京都及び身近な所でも水

害が起きていることを捉えることができた。 

東京都の大雨の回数と浸水被害件数のグラフを比較し、

それらの変化の理由を予想することによって、学習問題

をつくることにつながった。 

学習問題に対して、一人一人がどのような問いをもっているのか、学習者用端末内の共有

シートに記録した資料を参考にして、自分が追究すべき課題を決める児童がいた。 

調べる人数・資料・まとめ方を自由に選択して学習に取

り組めるようにしたことで、調べる意欲が高まった。ま

た、報告会の時間を設けることで、他の問いについても

共有でき、共通項を見付けようとしていた児童がいた。 

東村山市や市外で起きた自然災害には、どのようなもの

があるのだろうか。 

 

大雨の回数は年々増えているのに、建物の浸水件数がへ

っているのはなぜだろう。 

【学習問題】水害からくらしを守るために、だれがどの

ような工夫をしているのだろう。 
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〇避難所運営連絡会による防災講話を聞く。 

〇東村山市防災安全部による防災倉庫等の説明を聞く。 

〇小平市ふれあい下水道館を見学する。 

 

 

 

 

 

体的に調べることができて

いるか」を評価する。【知】 

課

題

解

決 

 

９ 

10 

〇調べたことを全体で共有し関係図にまとめ、学習問題につ

いて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■児童が作成した発表ノート・

ワークシート・スライド 

◇ワークシートや発言内容か

ら「水害から人々のくらしを

守るために、自助・共助・公

助が関わり合っていること

を理解しているか」を評価す

る。【知】 

生

か

す 

 

11 

12 

○世間の防災グッズなどの備えの調査結果から防災に対する

意識の低さを知り、自分たちにできる備えを考え、話し合う。 

 

 

 

〇児童一人一人が書いた対策をグループで仲間分けしたり、

ランキングでまとめたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

■内閣府・平成 28 年版防災白

書「防災に関するアンケート

調査」 

■民間警備会社・2021年「防災

に関する意識調査」 

■自作のシミュレーション

ニュース 

◇ノートの記述や発言内容か

ら「市の水害時に備えるため

に、最も大切な対策は何か

を、自分の環境や立場で根拠

をもって考え表現している

か」を評価する。【思】 

(6) 成果と課題 

成果・児童一人一人が見いだした問いに対して、自分に合った調べ方や形態、まとめ方を選択で

きるようにしたことで、学習意欲を持続しながら追究する児童の姿が見られた。また、施

設見学やゲストティーチャーの招聘など体験活動を取り入れながら追究したことも、学習

意欲の向上につながった。 

・それぞれのグループが調べたことを伝え合いながら、学習問題について考えたことで、「自

助・共助・公助」の取組がどれも重要であることを実感できていた。 

・地域の水害時の備えを考える場面を設けたことで、水害対策を自分の事として捉えていた。 

課題・報告会では、他のグループが学習した内容をただ写している児童の姿が見られたので、報

告会の流れを明示する等、支援の必要性を感じた。 

地域の防災訓練 

食料の準備 

水害の情報収集 

水害ハザードマップ 

水げん林 

避難所の準備 

地域の避難訓練に参加 

天気予報をよく見る 

防災グッズをそなえる 

他の児童が追究した内容について、興味深く聞く児童が多かった。また、学習問題につい

て考える場面では、「市の防災部では～」など体験活動で学んだ内容を生かして、自助・

共助・公助の視点から考えることができた。 

「生かす」場面を意図的に設定したことで、「家にどん

な防災グッズがあるか見てみよう。」「親が防災に関わ

る仕事をしているから、水害に向けてどんな対策がで

きるか聞いてみよう。」というように、問いを自分の事

として考えることができた。 

見いだした問いに関わる施設の見学や関係者との対話

等の体験活動を取り入れたことで、意欲を持続しながら

調べ学習に取り組めた。 

公助 
東京都・東村山市 

共助 
萩山地域 

自助 
わたし・家族 

防災・減災 
 

今後の東村山市の水害時に備えるために、最も大切な対策

は何だろう。 

【学習問題に対する考え】 

水害からくらしを守るための対策は、「自助・共助・公助」という形で行われ、それぞれが関

わり合っている。 
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(7) 児童の変容 

学
び
の
深
ま
り
（
※
） 

 
      

 

  
      

 
 

    
  

   
     

     
 

  

 
 

 
 

    

   
 

    

  
 

 
   

 

      
 

 

       
 

学
習
活
動 

東京都の自

然災害調べ 

 

２つのグラ

フの比較 

 

学習問題の

設定 

追究活動・

報告会 

 

 

下水道館の

施設見学 

ゲストティー

チャーとの対

話 

 

関係図の作

成 

 

 

自分たちが

できる備え 

 

 

 

➀市内外に

おける過去

の自然災害

について調

べる。 

②大雨の件

数と浸水被

害の資料を

基に話し合

い、学習問題

をつくる。 

③学習問題

をつくり、学

習の計画を

立てる。 

④⑤⑥⑦⑧自助・共助・公助のグループに

分かれて、個別・協働で調べ学習をし、関

係図にまとめる。 

⑨⑩関係図

を完成させ、

学習問題に

対する考え

をまとめる。 

⑪⑫市の水

害に対して、

自分たちが

できる備え

を考える。 

Ａ
児
の
様
子
・
分
析 

Ａ児は、公助、特に都が行う堤防の取組について、具体的な水害対策を調べた。課題追究

の場面では、インターネットを活用して、個人でスライドにまとめていた。まとめの関係図

づくりでは、積極的に考えを伝えるとともに、自助・共助グループの話もよく聞いて、分か

ったことをワークシートに記録していた。Ａ児が最も学びが深まったと感じていたのは、課

題追究の場面であった。「公助を調べていくと、スーパー堤防の設置や水防訓練などは、テ

レビニュースや市の広報で見たことのある水害対策だったのだと改めて知った。」と、理由

を述べていた。自分の経験と追究した学習内容がつながったことが、とても印象的だったよ

うである。 

Ｂ
児
の
様
子
・
分
析 

Ｂ児は、自助、特に防災グッズとして準備するべきものを中心に調べていた。課題追究の

場面では、図書館の本や、持参した資料を使い、ペアでノートにまとめていた。最も学びが

深まったと感じていた場面は、課題追究での下水道施設の見学や市防災安全課の方による講

話だった。元々社会科見学が好きな児童で、「自助グループだけど、市の公助の取組につい

て具体的に知ることができたのが面白かった。」と理由を述べていた。ゲストティーチャー

の避難所運営連絡会に、防災備蓄倉庫の中にある避難所で使用する物品を見せてもらったこ

とから、家庭で用意できる防災グッズについても、どのようなものがあるのか調べるように

なった。自助について調べ終えた後は、公助に関わる東京都の水門の働きも調べるなど、体

験的な活動が学びを広げるきっかけになり、調べ学習の意欲向上につながった。 

Ｃ
児
の
様
子
・
分
析 

Ｃ児は、共助、特に避難所運営連絡会や水防訓練の取組について調べた。課題追究の場面

では、インターネットの動画を視聴しながら、新聞に５人グループでまとめていた。最も学

びが深まったと感じていた場面は、「生かす」場面での、地域の水害に対して、自分ができ

る備えについて考えた時だった。「国民の防災に対する意識が低いことに驚いた。」「私たち

のまちで、今後大きな水害が起こることを考えて、家族で避難場所を確認したりグッズを用

意したりしておかなくてはいけない。」と、理由を述べていた。自分たちが今回の単元で学

習してきたことが、自分の地域で水害が起きた時に生かされることを感じ、他人事ではなく

自分の事として捉えていた。自分でできる水害への備えとして、「雨水ますにゴミを入れな

いようにしたり、ゴミや葉っぱが詰まっているようだったら積極的にとったりしていきた

い。」という考えをもつようになった。 

※ 「学びの深まり」とは、単元終了後の質問紙調査において、どの場面でどの程度自身の学びが

深まったと感じたのか、数値化して自己評価したものである。 

A児

B児

C児

全体

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 
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２ 検証授業② 第５学年 

(1) 単元名「自動車をつくる工業」 

(2) 単元の目標 

  我が国の自動車生産について、製造の工程、工場相互の協力関係、優れた技術などに着目し

て、地図帳や各種の資料で調べ、まとめ、工業生産に関わる人々の工夫や努力を捉え、その働

きを考え、表現することを通して、工業生産に関わる人々は、消費者の需要や社会の変化に対

応し、優れた製品を生産するよう様々な工夫や努力をして、工業生産を支えていることを理解

できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

(3) 教材観 

  本単元では、「製造の工程、工場相互の協力関係、優れた技術などに着目して、工業生産に関わ

る人々の工夫や努力を捉え、その働きを考え、表現すること」「工業生産に関わる人々は、消費者

の需要や社会の変化に対応し、優れた製品を生産するよう様々な工夫や努力をして、工業生産を支

えていることを理解すること」をねらいとしている。そこで、日本を代表する工業である自動車工

業について取り上げることにした。課題把握の場面では、簡易自動車づくりや見積もりシミュレー

ションの体験などを通して自動車工業への興味・関心を高め、自分の問いをもてるようにした。課

題追究の場面では、児童一人一人が自分の問いを追究したり児童同士で協働的に学んだりしなが

ら、工業生産に関わる人々の工夫や努力について考えることで、単元の目標に迫れるようにした。 

(4) 研究主題に迫るための手だて 

１ 「個別最適な学び」を充実させる手だて ２ 「協働的な学び」を充実させる手だて 

(1) 児童が主体的に「問い」を追究できる学

びの選択 

児童が自分の問いを見いだせるように、

提示する資料や活動を精選し、課題追究の

場面では、資料やまとめ方を選択できるよ

うにした。また、個人で調べたり、他の児童

と協働したりする場面を自分で選択できる

ようにすることで、より自分に適した方法

で学べるようにした。 

(2) 児童が課題の解決に必要な情報を選択

できるＩＣＴの活用 

資料を児童の学習者用端末に配布することで、

児童が必要に応じて活用できるようにした。様々

な自動車会社のバーチャル工場見学などを利用

することで、より具体的に調べることができるよ

うにした。 

(3) 学習内容や時間のまとまりを見通した

学習過程の工夫 

自分の問いを追究する時間を 2.5 時間設

定し、その中で調べたりまとめたりできる

ようにした。児童が自分の学びを調整しな

がら、柔軟に時間を使えるようにした。 

(1) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を

多角的に考える話合い活動の充実 

課題追究の場面では、共通する問いを調べ

ている児童同士で、学習者用端末の共有機能

を用いて、分かったことや相談したいことを

伝え合う機会を設定した。また、異なる問い

を追究していた児童同士で、各自が見付けた

自動車づくりの工夫を１枚のシートにまとめ

る時間を設けた。プレスから輸送までの工程

と工夫について各自が調べてきたことを集約

することで完成できるシートにした。学習の

見通しをもてるようにすることで、知識を共

有することに必然性が生まれるようにした。 

(2) 児童一人一人の学びを共有するＩＣＴ

の活用 

学習者用端末に自分の問いを集約し、誰が

どのようなことを調べているのかすぐに分か

るようにすることで、いつでも他の児童と

相談したり質問したりできるようにした。 
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(5) 指導の実際「自動車をつくる工業」（９時間） 

 時 ○主な学習活動 本時の問い・めあて 分析 ■資料 ◇評価 

課

題 

把

握 

 

１ ○前単元の学習内容から、日本では自動車工業が盛んであること

を想起する。 

○新聞の記事から、世界の中で日本の自動車工業は盛んであるこ

とを知る。 

簡単な自動車づくりに取り組み、気付いたことを話し合おう。 

○各班でたくさんつくるための作戦を話し合い、簡易自動車づく

りを行う。 

○簡易自動車づくりに取り組んで気付いたことを発表する。 

○自動車の部品の数（約３万個）と 2020年上半期に工場で作ら

れた自動車数（10分間に約 48 台の生産）を知る。 

○振り返りシートに本時に学んだことと感想を記入する。 

 

 

■自動車の部品の数 

■自動車生産台数 

◇ノートの記述や発言

内容から「自動車の

製造の工程などに着

目して、自動車工業

への興味・関心が高

まっているか」を評

価する。【思】 

 

２ ○自動車の見積もりシミュレーションに取り組み、それぞれの選

んだ理由から気付いたことを話し合う。 

○実際の見積書から付属品などたくさんの選択肢があること、注

文した自動車を受け取るには１か月半～２か月の時間がかかる

ことを知る。 

 

 

 

 

 

○自動車づくりについて、プレスから検査までの様子を動画で確

認する。 

○自分の予想と問いを整理し、三つのカテゴリーに分ける。 

・自動車のつくり方について・関連工場について・輸送について 

○振り返りシートに今後自分が調べたいことと感想を記入する。 

 

 

 

■見積もりシミュレー

ション 

■見積書 

■自動車会社～クルマ

こどもサイト～ 

 

 

 

 

 

◇ノートや振り返りシー

トの記述、発言内容か

ら「自動車の製造の工

程、優れた技術などに

着目して、問いを見い

だしているか」を評価

する。【思】 

課

題

追

究 

 

３  

 

 

○自分の問いがどのカテゴリーに属しているかを確認し、問いが

複数ある場合はどの順番で調べていきたいか整理し、学習計画

を立てる。 

○各自の調べたいことについて学習者用端末を使って、学級で共

有する。 

○調べる方法と整理する方法を確認し、追究する。 

・調べる方法⇒教科書、資料集、本、学習者用端末 

・整理する方法⇒ノート、ワークシート、学習者用端末に、文章

や関連図などを使ってまとめる。 

 

 

 

 

■組み立て工場の写真・

動画 

■組み立て工場と関連

工場の関連図 

■自動車の輸送の写真

や図 

◇スライドや振り返り

シートの記述から

「自動車生産につい

て予想し、学習計画

を立てようとしてい

るか」を評価する。

【態】 

作業を取り入れたことで気付きが生まれ、自動車工業や自動車づくりに関わる人々の

工夫や努力への興味・関心を高めることにつながった。 

【学習問題】 

自動車づくりに関わる人々は、どのような工夫をして、自動車をつくり届けているのだろう。 

見積もりシミュレーションに取り組むことで、様々な種類の自動車があることを実感でき、自動

車づくりに関わる人々の工夫に着目して、学習問題をつくることができた。 

学習問題をつくり、日本の自動車工業についての疑問や調べたいことを話し合おう。 

 

学習問題に対する予想を生かして一人一人が自分の問いをもつことができた。追究す

る内容と方法、整理する方法を明確にすることで、学習計画を立てることができた。 

学習計画を立て、学習方法を選び、自分の問いについて調べ

よう。 
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４ 

５ 

自分の問いについて調べ、まとめよう。 

○個人で追究したり、他の児童と協働したりしながら、追究活

動に取り組む。 

○追究内容が共通している児童同士で交流し、分かったことや

考えたことを共有する。 

 

 

 

 

◇ノートやワークシー

ト、スライドの記述か

ら「自分の問いを追究

することを通して自

動車生産に関わる

人々の工夫や努力を

理解しているか」を評

価する。【知】 

６

７ 

 

 

 

○調べたことを共有し、自動車づくりの工程や工夫を共有シート

にまとめる。 

 

 

 

 

◇ノートや振り返り

シートの記述や発言

内容から「自動車生産

に関わる人々の工夫

や努力について考え、

表現しているか」を評

価する。【思】 

課

題

解

決 

８  

 

 

○自分で追究した内容や他の児童と共有した知識を基に、学習

問題に対する自分の考えをまとめる。 

○学習者用端末を活用して班で考えを共有し、一つにまとめる。 

○各班で話し合ったことを全体で共有する。 

 

 

 

◇ノートや振り返り

シートの記述から「自

動車生産に関わる

人々の工夫や努力に

ついて考え、表現して

いるか」を評価する。

【思】 

 

 

９ これからの自動車づくりのあり方について考えよう。 

○過去と現在における自動車の事故時の損壊具合の違いを比較

する。 

○自動車開発が人々の願いに合わせて行われていることに気付く。 

○既習事項を振り返り、消費者又は生産者の立場から、今後の

よりよい自動車づくりについて考え、話し合う。 

 

 

 

■過去と現在における

自動車の事故時の損

壊具合 

◇ノートや振り返り

シートの記述から「学

習したことを基にこ

れからの自動車生産

の発展について考え

ようとしているか」を

評価する。【態】 

(6) 成果と課題 

成果・課題把握の場面では、簡易自動車づくりの作業や資料提示の工夫を行ったことで、児童

の関心を高め、追究活動につながる問いをもつことができた。 

・課題追究の場面では、自分の問いを追究する時間を保障し、追究活動の形態やまとめ方

を選択できるようにしたことで、児童は主体的に粘り強く追究活動に取り組む姿が見ら

れた。 

・各自が追究活動で得た情報を集約し、完成できる課題に取り組む「協働的な学び」の場を

設定したところ、課題の解決に向けて意欲的に話し合う児童が多く見られた。 

課題・課題追究の場面では、共有の時間を設けたことで児童の思考を遮断してしまう場面があ

った。児童自身が必要に応じて共有する方が追究活動に専念できた。教師が一人一人の

学びを的確に見取り、学びの調整を促す必要があった。 

学習問題に対する考えを班で共有し、一つにまとめることで、具体例か

ら概念的な理解へと考えを深めることができた。 

自動車づくりに関わる人々が速く正確につくるためだけでなく、人々の

願いや社会の状況に対応して自動車の開発をしていることに気付き、今

後の自動車づくりについて自分の考えをもつことができた。 

これまでの学習を振り返り、学習問題に対する考えを話し合

い、まとめよう。 

 

Ａ児は、自分が追究していない課題についても自動車工業に関

わる人々の工夫があることを知り、自身の追究内容とつなげる

ことで、自動車づくりについての理解を深めることができた。 

他の児童との共有からヒントを得て、更なる追究活動に取り組

もうとする児童がいた。Ｃ児は振り返りシートを活用して教師

に相談し、学びの調整をすることができた。 

調べたことを友達と共有し、自動車づくりについての理解を深

めよう。 
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(7) 児童の変容 

Ａ
児
の
様
子
・
分
析 

Ａ児は、自動車に使われる部品の生産が偏らないための工夫について調べた。教科書を

活用しての追究活動の後、本やインターネットを使って追究活動を進めた。「組み立て工

場の注文に合わせて、自動車の部品を必要な分だけ生産する工夫」は、地球にも優しい取

組であることなど、自分が調べた社会的事象のもつ意味を確認しながらまとめていた。共

有シート作成の場面では積極的に考えを伝え、他の児童から得た情報と自分の調べた情報

をつなげ、新たな価値を生み出すことができた。最も学びが深まったと感じていたのは、

「学習問題について考える場面」であり、理由を問うと「ノートや教科書、共有ノートに

書いてある工夫や努力を改めて見直すことによって、考えが深まったから」と答えていた。

追究したことを再度自分の中で整理することによって、学びが再構成されたと思われる。 

Ｂ
児
の
様
子
・
分
析 

Ｂ児は、製造した自動車を綺麗な状態で届けるための工夫について調べた。課題追究の

場面では、自分の問いを明らかにする資料をなかなか見付けられず、苦労する様子も見ら

れたが、粘り強く取り組んでいた。共有シート作成では、他の課題を追究してきた児童の

話を真剣に聞き、理解を深めていた。最も学びが深まったと感じていたのは見積もりシ

ミュレーションを行い、「なぜその自動車を選択したのか」を話し合った場面だった。理

由は、「互いの選んだ自動車を見て、人によって欲しいと思う自動車が違い、消費者の願

いに合わせて自動車はつくられているということが分かり、それが新しい発見だったか

ら。」とのことだった。新たな知識の獲得により、追究意欲が高まったと考えられる。 

Ｃ
児
の
様
子
・
分
析 

Ｃ児は、自動車を正確につくるための工夫について調べた。初めは自分の問いについて

上手く調べることができず、振り返りシートを活用して教師に相談をした。まずは教科書

を活用するとよいことを伝えたところ、教科書を丁寧に読み込む姿が見られた。また、追

究の時間には他の児童と共に取り組んでいた。様子を尋ねたところ、追究活動に有効な資

料の情報交換を行うことができたとのことだった。最も学びが深まったと感じていたの

は、追究の場面と共有シートの発表の場面だった。理由は、「追究活動の場面では自分で

資料を見て調べられたこと」、「他の児童と、使用した資料の情報交換ができたこと」を挙

げていた。また、「共有シートの発表の場面では、知らない言葉が出てきて新しいことを

知ることができたから。」と答えていた。他の児童との「協働的な学び」を通して、児童自

身が見いだした問いを自ら追究できたことに対する達成感を感じたり、新たな知識を獲得

したりすることができたのだと考えられる。 

※ 「学びの深まり」とは、単元終了後の質問紙調査において、どの場面でどの程度自身の学び

が深まったと感じたのか、数値化して自己評価したものである。 

学
び
の
深
ま
り
（
※
） 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

          

学
習
活
動 

簡単な自動

車づくり 

見積もりシ

ミュレー

ション 

予想 

 

追究活動 

 

 

追究活動

中の共有 

 

共有シート

を使った話

合い 

共有シート

の発表 

 

学習問題の

答えについ

ての話合い 

これからの

自動車づく

り 

①簡単な自

動車づくり

に取り組

み、気付い

たことを話

し合う。 

②学習問題をつくり、予

想や疑問を話し合う。 

③学習計画

を立て、問

いの追究を

始める。 

④⑤自身の

問いについ

て追究し、

同じ課題の

児童と共有

する。 

⑥異なる課

題を追究し

た児童が集

まり、見付

けた工夫を

まとめる。 

⑦各グルー

プがつくっ

たシートを

共有する。 

⑧学習問題

について考

える。 

⑨これから

のよりよい

自動車づく

りについて

考える。 

A児

B児

C児

全体

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 
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３ 検証授業③ 第６学年 

(1) 単元名「全国統一への動き」 

(2) 単元の目標 

  我が国の歴史上の主な事象について、織田信長・豊臣秀吉・徳川家康の政治の特色に着目し

て、絵画資料や文化財、地図や年表などの資料で調べてまとめたことから、この頃の世の中の

様子を考え、表現することを通して、戦国の世が統一されたことを理解できるようにするとと

もに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

(3) 教材観 

  本単元は、織田信長・豊臣秀吉が目指した統一事業が徳川家康に引き継がれて江戸幕府を開

き、大名への支配を強めたことを捉え、徳川家による治世が安定化したことを理解することを

ねらいとしている。そのため、課題把握の場面では、長篠合戦図屏風や勢力図の変遷、国内の

戦の様子から３人の武将が力を付けたことを取り上げ、３人の武将や天下統一への関心を高め、

問いをもてるようにする。課題追究の場面では、児童の興味・関心のあることについて学びの

選択をしながら考えたり、児童同士で協働的に学んだりする。 

 (4) 研究主題に迫るための手だて 

１ 「個別最適な学び」を充実させる手だて ２ 「協働的な学び」を充実させる手だて 

(1) 児童が主体的に「問い」を追究できる学

びの選択 

課題追究の場面では、織田信長・豊臣秀吉・

徳川家康の中から自分の興味に応じて学び

たい人物を決めて重点的に追究した。 

 ・追究する課題⇒学習問題に基づいて、重

点的に調べたい人物と内容を決めて追

究した。追究に当たっては、ミッション

カードを用意し、それぞれの人物で必ず

調べる事柄を決めておくことで、知識の

習得を図った。 

(2) 児童が課題の解決に必要な情報を選択

できるＩＣＴの活用 

課題追究の時間に活用できそうな資料を

リンク集として学習者用端末に送付し、イ

ンターネットを使って調べ学習を進められ

るようにした。リンク集には内容の充実度

と難易度をレベル分けして提示し、児童が

自分の学びに適した資料を選択できるよう

にした。 

(3) 学習内容や時間のまとまりを見通した

学習過程の工夫 

課題追究の時間では織田信長・豊臣秀吉・

徳川家康について 2.5時間かけて追究でき

るようにした。興味をもった人物及び内容

について主体的に追究することで、児童が

興味・関心を持続しながら調べていけるよ

うにした。 

(1) 社会的事象の特色や相互の関連、意味

を多角的に考える話合い活動の充実   

課題追究の場面では、同じ人物を調べ

た児童同士で集まり、追究した事柄に大

きな相違がないか確認したり、業績が与

えた影響について話し合ったりする共有

の時間を設定した。また、追究した人物以

外について知るために、違う武将を調べ

た児童同士が共有する時間も設定し、協

働的な学びの充実を図った。 

課題追究後半は「影響度グラフ作成」と

いう共通の課題に取り組んだ。個々の児

童が追究した内容を組み合わせて完成す

る課題を設定することで、児童それぞれ

が学んだことを伝え合う必要性を生み出

すとともに、調べた内容を多角的な視点

から議論できる場を設定した。 

(2) 児童一人一人の学びを共有するＩＣＴ

の活用 

学習者用端末を活用して、一人一人が

追究している内容や進捗状況について共

有することで、課題追究の途中において

も友達に相談したり質問したりできるよ

うにした。 
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(5) 指導の実際「全国統一への動き」（６時間） 

場

面 
時 ○主な学習活動 本時の問い・めあて ・児童の反応 分析 ■主な資料 ◇評価 

課

題

把

握 

 

１  

 

○国内の戦の様子を知り、室町時代の終わりから安土桃山時代に

かけて日本各地で多くの戦が行われていたことを理解する。 

・最初は京都の方での戦いが多かったが、地方に広がっている。 

○長篠合戦図屏風を見て、気が付いたことを話し合う。 

・左側は銃を使っていて、右側は弓や槍を使っている。 

・３列になって銃を撃っている。 

○室町幕府の力が衰退化し、群雄割拠の状態であったことを理解

する。 

・多くの武将が戦で力を示していた。 

○江戸時代が始まってからの戦の様子と勢力図の変遷を見て、大

きな変化をもたらした３人の武将について確認し、学習問題を

つくる。 

・織田信長が少しずつ勢力を広げていったことが分かる。 

・豊臣秀吉の天下統一ってなんだろう。 

・徳川家康は安定した世の中をつくったのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

■国内の戦の様子 

（動画） 

■長篠合戦図屏風 

■勢力図の変遷 

 

◇ノートの記述や発

言内容から「室町・

安土桃山時代の様

子や織田信長・豊臣

秀吉・徳川家康の働

きに着目して問い

を見いだしている

か」を評価する。

【思】 

２  

 

○３人の主な業績について理解する。 

・織田信長→キリスト教の許可、長篠の戦い 

・豊臣秀吉→太閤検地、刀狩、天下統一 

・徳川家康→関ヶ原の戦い、江戸幕府を開く 

○学習問題に対する予想をし、自分で知りたいことを個人で整理

する。 

・織田信長は商業を盛んにしてお金を持っていたから、鉄砲を使

った戦いができ、勢力を広げられたと思う。 

・豊臣秀吉は大阪城を築き、力のある人を自分の周りに置くこと

ができたから勢力を広げられたと思う。 

・徳川家康は大名が逆らえないような政策をしたから、勢力を広

げられたと思う。 

○個人の予想や知りたいことを共有・整理し、学習計画を立てる。 

①織田信長の業績とその影響  

②豊臣秀吉の業績とその影響 

③徳川家康の業績とその影響 

○織田信長・豊臣秀吉・徳川家康の中から、興味をもった人物に

ついて調べ学習を行う。 

 

 

 

 

 

 

■年表 

■資料集 

■教科書 

■キリスト教の伝来 

■合戦資料 

■楽市楽座（動画） 

■朝鮮半島と日本（動画） 

■刀狩 

■大阪城天守閣 

■大阪の陣（動画） 

◇ノートの記述や発

言内容から「群雄割

拠の状態から江戸

幕府が開かれるま

でについて予想し、

学習計画を立て、解

決の見通しをもっ

ているか」を評価す

る。【態】 
課

題

追

究 

【学習問題】３人の武将はどのようにして天下統一に向けて勢力を広げたのだろう。

か。 

動画資料を用いることで、時期や時間の経過に着目して時代の流れを捉えることがで

きた。勢力の広がり方から、時代を動かしていたのが織田信長・豊臣秀吉・徳川家康

であることを捉えることができた。 

学習問題に対する予想では「誰が何をしたのか」と書かせることで、学習計画を立

てる際に３人の武将に焦点をしぼることができた。児童の興味・関心が高まってい

る中で、課題追究に入ることができた。 

戦国の世はどのような様子だったのだろうか。 

学習問題を解決するために、学習計画を立て、調べよう。 
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３ 

４ 

 
 

○織田信長・豊臣秀吉・徳川家康について、興味をもった人物に

ついて調べ学習を行う。 

・織田信長は関所をなくしたり、自由な営業をさせたりしていた

ことが分かった。 

・豊臣秀吉は農民たちの反乱を防ぐために刀狩令を出した。 

・徳川家康は関ヶ原の戦いに勝ち、江戸幕府を開いた。 

○共通の人物を調べた児童同士でグループをつくり、調べたこと

を共有する。（３時間目） 

○織田信長・豊臣秀吉・徳川家康を調べた児童同士が集まり、３

人の武将がどのような業績を残したのか共有する。（４時間目） 

・それぞれ政治の進め方が違うことが分かった。 

 

 

 
 
 

◇ノートやスライドの記

述から「織田信長が鉄

砲を多用するなどして

領地を拡大したことや

豊臣秀吉が検地や刀狩

を行ったこと、徳川家

康が江戸幕府を開いた

ことなどそれぞれの人

物が行ったこととその

目的や影響について理

解しているか」を評価

する。【知】 

課

題

解

決 

５  

 

○３人の武将について学習したことを根拠にして、グループで影

響度グラフを考える。 

 

○２～３グループで集まり、影響度グラフを共有する。 

・どちらのグループも徳川家康にポイントを多く付けている。 

・なぜ本能寺の変のポイントが高いのか教えてほしい。 

 

 

 

 
 
 

◇ノートの記述や発言内

容から「織田信長・豊臣

秀吉・徳川家康の行っ

たことについて調べた

ことを基に天下統一に

向けた世の中の動きを

考え表現しているか」

を評価する。【思】 

６  
 

○織田信長・豊臣秀吉・徳川家康が行ったことについて振り返る。 

○学習問題の答えを個人で考え、文章で表現する。 

・織田信長は有力な大名を倒して勢力を広めたり仏教勢力を抑え込ん

だりすることで、天下統一を目指した。豊臣秀吉は、織田信長の政治

を継いだ後、検地と刀狩などを行いながら天下統一を果たした。徳川

家康は多くの大名を味方に付け、関ヶ原の戦いで勝利し、その後征夷

大将軍になったことで江戸幕府を開いた。 

 

 
 

 

◇ワークシートの記述か

ら「学習したことを基

に、３人の武将による

政策が世の中へ影響を

与えたことを説明して

いるか」を評価する。

【思】 

(6) 成果と課題 

成果・課題追究では、児童の興味・関心に基づいて調べる人物を決めたことで、単元の最後まで

高い学習意欲を持続させて学び続ける姿が見られた。 

  ・個の学習を進めながら、分からないことがあれば他の児童に聞きに行ったり教えてもらっ

たりする姿があり、児童が主体的に追究活動を行っていた。 

  ・「影響度グラフ」という共通の課題に取り組むことによって、児童は各武将の業績に伴う世

の中への影響という視点を明確にできた。共有タイムを取り入れ、自分が追究した人物以

外の業績も知ることができたことで、議論が活発になった。 

課題・追究活動によって生まれた新たな問いを児童は主体的に追究し続けたが、時間が不足して

しまった。教師が追究活動における到達の目安を伝達するなどの工夫が必要だった。 

 

Ａ児は「織田がキリスト教を認めたことが分かった。」ということから、「なぜキリス
ト教を認めたのか」という問いをもち追究活動を続けた。問いを追究していくほど、
児童が抱く問いは深くなっていくことが分かった。 

前時にそれぞれの武将が行ったことを共有していたため、迷いなく影響度グラフ作り

の活動に取り組むことができた。追究活動で習得した知識を根拠として述べること

で、議論が活発になった。共通の課題に取り組む活動を活発化させるには、自分が調

べた業績以外のことについて、ある程度理解しておくことが必要だと分かった。 

課題追究で時間をかけて調べたり、影響度グラフの作成で勢力を広げるための政策について考

えたりしたことで、どの児童も自力で学習問題に対する考えを書くことができていた。 

興味をもった人物について調べよう。 

調べたことを基に、影響度グラフを考えよう。 

学習問題について考えよう。 
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(7) 児童の変容 

学
び
の
深
ま
り
（
※
） 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          
 

         

学
習
活
動 

国内の戦

の様子 

長篠合戦

図屏風 

勢力図の

変遷 

予想 追究活動 同じ人物

同士の共

有 

追究活動 異なった

人物での

共有 

影響度グ

ラフの作

成 

学習のま

とめ 

①戦国の世はどのような様子だ

ったのかを知り、学習問題をつく

る。 

②学習問

題を解決

するため

に、学習

計画を立

て、調べ

る。 

③興味をもった人物

について調べ、同じ

人物を調べた児童同

士で共有する。 

④興味をもった人物

について調べ、異な

った人物を調べた児

童同士で共有する。 

⑤影響度

グラフを

作成する。 

⑥学習問

題に対す

る考えを

ま と め

る。 

Ａ
児
の
様
子
・
分
析 

Ａ児は、織田信長を選んだが、既に一定の知識を獲得していたため、追究活動の序盤で

は学習の深まりは顕著に感じなかったと回答している。学びが大きく深まったと感じたの

は追究活動の終盤に、「織田信長が『自由なことを増やした』という共通点に気付いた瞬

間」と答えた。追究活動を複数単位時間確保したことで、自分なりに武将の業績の中に共

通した点があることに気が付くことができた。また、影響度グラフの作成によって各武将

の業績を多角的に考える学習でも学びの深まりを感じていた。知識を獲得している児童で

も、話し合う必然性のある課題を設定することで新たな価値を見いだすことが分かった。 

Ｂ
児
の
様
子
・
分
析 

Ｂ児は、学びが大きく深まったのは影響度グラフを作成した時だと感じていた。アン

ケートに「他の武将を調べた人たちが分かりやすく業績と世の中への影響についてまとめ

てくれていたから、聞いていて納得できた」と答えた一方で、議論では「関ヶ原の戦いの

ポイントが長篠の戦いよりも低いことに納得がいかない」と主張していた。自らの興味・

関心に基づいて主体的に問いを解決することに加え、ミッションカードによって確実に知

識を獲得できたことが、影響度グラフ作成時における活発な議論につながった。 

Ｃ
児
の
様
子
・
分
析 

Ｃ児は、鎌倉時代、室町時代の課題追究では、他の児童と学習をしていたが、本単元で

は一人で学習を進めていた。必要に応じて他の児童に聞きに行くことができたため、自分

のペースで学びを調整しながら追究活動に取り組むことができた。第１時では、戦国時代

が既習の時代と比較し突出して戦が多かった事実を知り、その時代背景について深く考え

ようとする意欲が高まっていた。興味・関心を引き出す資料提示を行えたことが、主体的

に問いを追究しようとするきっかけとなった。他の班の影響度グラフの特徴を分析した

り、他の児童の主張を自分の獲得した知識と比較して聞いたりすることで新たな気付きを

得ており、協働的な学びによって社会的事象を捉えることができたと感じたようだった。 

※ 「学びの深まり」とは、単元終了後の質問紙調査において、どの場面でどの程度自身の学び

が深まったと感じたのか、数値化して自己評価したものである。 

A児

B児

C児

全体

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 
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Ⅶ 成果と課題（アンケート調査より） 

  単元の事前・事後にアンケート調査を行い、その結果を分析した。（☆成果 ▲課題） 

 

① 社会科の調べる時間では、自分が気になることや興味があることを調べることができている。 

 

 

 

 

☆ 「当てはまる」と回答した児童の割合は、46 パーセントから 65 パーセントに増加してい

る。自らの意志で問いを設定し、問いを追究・解決していく手だてを取り入れたことによ

り、児童一人一人の興味・関心に応じた課題追究を行うことができたと考えられる。その結

果、単元を通して学習意欲を維持しながら自主的、自発的に学習を進める姿が見られた。 

☆ 否定的な回答をした児童の割合は、13 パーセントから８パーセントに減少している。本

研究では、自分の興味・関心に応じて、自ら学び方を選択しながら課題追究を行うことがで

きたため、社会科の学習に苦手意識をもっていた児童でも、主体的に追究活動を進めること

ができたと考えられる。 

② 社会科の学習で、友達と話し合ったことをその後の話合いや調べ学習に生かすことができている。 

 

 

 

 

☆ 「当てはまる」、「やや当てはまる」と回答した児童の割合は、75 パーセントから 83 パー

セントに増加している。課題追究の途中で共有する時間を設けたことにより、児童は新たな

問いを見いだし、更なる追究活動に主体的に取り組むことができたと考えられる。また、各

自が調べたことを共有することによって解決できる学習活動を設定したことで話合いに必然

性が生まれた。そして、学習問題について考える場面では話し合ったことを生かして解決し

ようとする姿が見られた。 

③ 社会科の学習では、納得するまで調べたり話し合ったりできている。 

 

 

 

 

☆ 「当てはまらない」と回答した児童の割合は、８パーセントから２パーセントに減少して

いる。課題追究の時間を 2.5～５単位時間に設定して児童が自らの学びを調整できるように

したこと、追究する課題を選択できるようにしたことで、話合い活動に必要な知識を獲得す

ることができ、どの児童も話したいと思う材料をもつことができた。 

▲ 「当てはまる」と回答した児童の割合が 50 パーセントに満たない。児童がより満足でき

るようにするために、教師の評価を即時的に、児童にフィードバックする必要がある。児童

の学びを価値付けることで、児童が自信をもち、安心して学びを続けていけるようにする。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事後

事前

当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事後

事前

当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事後

事前

当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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